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 eq \o\ad(附属水産実験所宿泊施設使用細則,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
（利用許可）

第1条 宿泊施設を利用する場合は、事前に別紙利用申込書を提出し、所長の許可を受けなければならない。

（利用期間）

第2条 宿泊施設の利用期間は、３ヶ月以内とする。

２　３ヶ月を超えて宿泊施設を利用する場合もしくは利用申込書に記載の宿泊期間以降も宿泊施設を利用

　する場合は、新たに利用申込書を提出し、所長の許可を受けなければならない。

（宿泊手続き）

第3条 使用許可を受けた利用者は、宿泊期間の初日に、事務室において宿泊の手続きを行わなければなら

　ない。

第4条 宿泊手続きの際に、利用者は、利用申込書に記載の宿泊数に応じて、規則に定められた使用料を納

　入しなければならない。

２　既に納入された使用料は返還しない。

第5条 手続きの完了した利用者は、宿泊施設担当の職員の指示に従い、決められた部屋に速やかに入室し

　なければならない。

２　外来研究者宿泊施設利用者は、宿舎担当職員より部屋の鍵を受領するものとする。

（利用者の義務）

第6条 利用者が宿泊施設を利用する際は、別紙宿泊施設利用上の注意を厳守しなければならない。

第7条 宿泊期間中に利用者宛に郵便物、宅急便等が配達される場合は、事前に事務室へその旨を申し出て、

　事務室より配達物が届いた旨連絡があった場合は速やかに配達物を引き取りに来なければならない。

（利用期間の終了）

第8条 利用者は、利用期間が終了し退室する際には、使用した部屋の片付け・清掃を行い、使用したシー

　ツ・枕カバー等を所定の場所へ出した後、担当職員の退室検査を受けなければならない。

第9条 上記８条において不備があった場合は、利用者は担当職員の指示に従わなければならない。

第10条 利用者は、利用期間が終了した場合は、退出検査を終えた旨、事務室に申し出た後に退所するもの

　とする。

２　外来研究者宿泊施設利用者は、部屋の鍵を退所の際に事務室へ返却しなければならない。

第11条 上記１０条において、退所の際に荷物等を宅急便で送る場合は、発送準備を終えた後、その旨事務

　室に申し出て、事務室職員の指示に従い、発送手続きを行うものとする。

附則

この規則は、平成16年4月1日より施行する。

